
輪   輪      輪   輪

そらだより2010H努
被が深まつて莱ました。木枯らしが換こうとも、「そら」では界に出続けたいと態ってぃます。第

lf挙
はぃかが

でしたでしょうか。『羅けて符ってね」と機あヽぃぉ書笑をいただきました。それを筋みに摘く緊く続けて符きたぃ
と描つています。よろしくお願いいたします。

| ◎ある機羅な気持ち
う れ し い き も ち つ か の ま で き ご と ・…

釜 .嬉 しい気持ちは束の間の出来事 …・でもうれ しい

整艶に、さあ協醤だ～とぱの蓮軽溝で支歩多米井した野醒支歩多う。がしかし、叡歩に待くとばかり患ぢモ韓欄
していた晋の子Aさんが築黙朗撃溝に乗り込んできた。びつくりしたのは努軽スタ9ラ。実酒上さんはどちらかと
いうとどの野醒支歩9ラに対けモも気捧ちを紆でまでには至っていませんでした。書うまるも暴ミ伊ゎぉぉ!!ゃ
った―。(持鼻持皐9!!)こ れでAさんとの漁株に憂花が』と、ぎ汀湾のは野継虫歩予ラの努。だけど警ポのは
そこまででした。皐を払棚 縫験撃はぁなたではない!」と書晶んばかりの努じくで蓮議満から追ふ畠きれた勢継
スタッフ。枯書が逸こらそぃるのか、それまできょとんとして様字を見モぃた安機虫歩ララは習にAさんによっ
て進齢 へ、能ぶ込まれたのでした。Aさんは嘉避、

｀
旨券の意患をはっきりと畠善るよぅにもなつていたので、こ

れはとつてもうれしい出藻撃であるのです。まわりで天翼掛しながら、督ldAさんを乗せて安軽ス歩多ラが
是∵ぜモ持き最した。でもどうやら、その野槌支歩ララにとつては機羅な気捧ちでii野を見匿ぢモぃたょぅでした。
i:。とさ。そのうち雛 ぶ?簡株が昼まれてくることでしょう。

◎そらの環撹さん

「どんぐり」と「l■と」伊く品じ
整晋「そら」の群箭帯は鋭境さんの播覇揺満となつ

ています。萩は鶴れると弦ヂ「基歯」に逆球に持きます。
ぽを患ドぢぎぢ動ポせモもらいたいからです。
支歩予ラの最歩多卜にはいつも「どんぐり」が急智せて
あります。暑ふたら隷新にするのが「はと」にrどん
ぐりり」をあげることです。堅誤度がつぃた「どんぐ
り」を猪の上でかかとを使つて罰あま孝。そして認材攻
なつた堅Vキ度を除弔`

｀
モi捲ふそぁげると「はと」は挟1書

びで換Åモくれるというわけです。整貫が「はと」を
稀球祐ことなくぎ汀塔います。これを整皆するうちに
どんぐり割が上撃にできるようになったAさん。つまん
ではず券の皐から「はと」に換夫き岳モぁげられるB
さん、など難もが「はと」との麟発を晶せモ期 おぃ
ます。それと安に萩も鮮 モくれているかな?

おねが,bみます

◎翌芦舞の将し込みは盛芦i心皆までに品
願いします。

◎ 2011年 1月 の 「そら」の活動は4日

からです。

◎諸談を績援させてもらっています。
まだの労にもこれからお持をかけさせてい
ただきます。

督ギほっとう力多rそら」避絡発

T 2 1 0 - 0 8 5 1

肘酷置羨韓2■22-7

(□ L ) 0 4 4 - 2 7 6 - 8 0 8 2

( F感 ) 0 5 0 - 3 3 0 2 - 4 5 8 6

晶幣せ伝みに餌渋はこちらへお願ぶします。


